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NEWSLETTER 
【ヘイズ・アジア５カ国アンケート結果】 

他国に比べ、日本人はボーナス増より固定給を好む傾向が明らかに 
 
【2015 年 8 月 28 日】外資系人材紹介会社ヘイズ・スペシャリスト・リクルートメント・ジャ

パン株式会社（本社：港区、マネージング・ディレクター ジョナサン・サンプソン、以下ヘ

イズ・ジャパン）は本日、成果連動型ボーナスに対する意識について、アジア 5 カ国（日本・

シンガポール・マレーシア・香港・中国）で実施した最新のアンケート結果を発表しました。 
 
今回ヘイズのウェブサイト上で実施したアンケートによると、日本国内では「成果連動型ボー

ナスによって現在の報酬が増額する可能性があれば、基本給の減額を受け入れる」と答えた回

答者の割合は 48%となり、アジア全体の平均 64%を大幅に下回る結果となりました。 
 
今回のアンケートでは合計 2,361 名、日本国内からは 455 名の回答を得ました。日本国内の回

答者のうち 35%は「成果連動型ボーナスによって現在の報酬が増額する可能性があれば、20%
までなら基本給の減額を受け入れる」と答え、さらに 13%が「20%以上の減額でも受け入れ

る」と答えました。 
 
しかし、残りの 52%はリスクを取ることを好まず、成果連動型ボーナスによってより多くの

報酬が得られる可能性があっても、基本給を減額されたくないと考えています。 
 
アンケートを行った 5 カ国のうち、成果連動型ボーナスによって自分の報酬が増額されるとい

う自信のある回答者の割合が最も高いのは香港で、実に 75%が基本給の減額を受け入れると回

答していることは、非常に興味深い結果です。次いで、マレーシアが 71%、中国とシンガポー

ルが 63%の順となっており、いずれも日本の 48%を大きく上回っています。 
 
 

 
 
今回のアンケート結果から、報酬に関して日本人はリスク回避型が多く、逆に香港は、自らの

成功のためには多少のリスクがあってもボーナスに前向きな姿勢を持っていることが示されて

います。 
 

【アジア 5 か国比較】成果連動型ボーナスで基本給の減額を受け入れる人の割合 
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アンケートの結果について、ヘイズのアジア担当マネージング・ディレクター、クリスティー

ン・ライトは、次のように述べています。 
 
「報酬にまつわるさまざまな要素の中で、求職者がどのような点を重視しているのかを理解す

ることは、優れた人材を会社に惹きつける上で重要なポイントであり、社員の流出を防止する

上でも大いに役立ちます。 
 
しかし、報酬に関してはすべての人が満足できる決め方はなく、企業側は採用の際に候補者や

人材紹介会社などと話し合いながらそれぞれに合ったパッケージを提案し、人材を長期的に会

社に定着させられるような形を考える必要があります。 
 
成果連動型ボーナスの導入は企業側、従業員側双方にとって大きなメリットがあります。 
 
成果連動型ボーナスは優れた働きをすれば報酬という形で報いられるため、従業員にとっては

非常にやりがいがあり、常に最高の業績を達成しようと心掛けるようになります。企業側に

とってはこのようなボーナスを取り入れることで、従業員の意欲をかき立て、効率を最大限に

高められるようになります。 
 
こうしたしくみを効果的に活用するためには、会社と従業員の双方が、ボーナスを得るために

達成すべき目標を理解しておく必要があります。このため、大抵の場合、業績評価制度と密接

に関連付けられることになります。 
 
ただし、業績については、ボーナスを受け取るための最低ラインを明確にする必要があります。

そうでなければ従業員は自分の業績が公平に評価されていないと感じるかもしれません。その

ためには従業員とのコミュニケーションが何より重要であり、成果連動型ボーナスを受け取る

ための目標設定など、会社側、従業員側の両方が十分に理解していなければなりません。」 
 
このアンケートは、2015 年 4 月から 7 月までの期間、ヘイズの各国ウェブサイトを通じて実

施されました。 
 
ヘイズは、専門性の高いプロフェッショナルを対象に人材紹介サービスを提供しているリク

ルートメントのグローバル・エキスパートです。 
以上 

 
 
ヘイズについて 
ヘイズ（本社：英国）は、グローバルな人材サービスを提供するスペシャリストの人材紹介会社です。

2014 年 12 月 31 日現在、世界 33 カ国*、244 の拠点（総従業員 8,000 人超）において、20 の専門分野

に特化したハイスキル人材サービスを提供しています。（*日本、オーストラリア、オーストリア、ベル

ギー、ブラジル、カナダ、チリ、コロンビア、中国、チェコ共和国、デンマーク、フランス、ドイツ、

香港、ハンガリー、インド、アイルランド、イタリア、ルクセンブルグ、マレーシア、メキシコ、オラ

ンダ、ニュージーランド、ポーランド、ポルトガル、ロシア、シンガポール、スペイン、スウェーデン、

スイス、アラブ首長国連邦、イギリス、アメリカ） 
 
ヘイズ・スペシャリスト・リクルートメント・ジャパン株式会社（ヘイズ・ジャパン）について 
ヘイズの日本法人として 2001 年に東京で設立されたヘイズ・ジャパンは、日本で唯一、4 つの国内拠点

（日本本社、新宿支店、大阪支店、横浜支店）を有する外資系人材紹介会社です。13 の専門分野（経

理・財務、金融、ファイナンステクノロジー、人事、IT、保険、法務、ライフサイエンス、オフィスプ

ロフェッショナル、不動産、セールス・マーケティング、サプライチェーン、マニュファクチャリン
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グ）に精通した経験豊富なコンサルタントが、「正社員紹介」「契約・派遣社員」「採用アウトソーシ

ング（RPO）」「IT ソリューションズ（業務委託）」の 4 つのサービスを提供し、企業の人材採用と個

人のキャリアアップを支援しています。 
 
 

報道関係者からのお問合せ:  
ヘイズ・スペシャリスト・リクルートメント・ジャパン株式会社  広報担当 
野呂ゆうき 03 3560 1529/ 090 5537 0408 hays-pr@hays.co.jp  
 
 


